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　石狩市浜益区「岡
おかしま
島」は同区茂

も い
生とその南の川

下の間にある南北 1㎞ほどの南北に長い海岸段丘
の名前である．ここには南端付近に「チャシ地名」
と両端に 2つの「チャシ」があるといわれている．
このうち「チャシ」については，若干の調査記録
があるが詳しい調査はなされていない．
　岡島は最高標高が 135 ｍほどで細長い海岸段
丘である．西側一帯が切り立った海食崖で，簡
単には接近できない地形環境にある．今回の調査
ではドローンによる上空観察も試験的に取り入
れ実施した．本報告では，並行しておこなった
これまでの調査記録や関係文献調査の結果につ
いても記載した．今回調査では国土地理院地図，
GooglEerth，石狩市 GIS，航空写真判読データな
ども利用しながら調査分析をおこなった．その結
果，「チャシ地名」や「チャシ」の位置や構造の
一部について把握でき，今後の調査についてある
程度見通すことができた．
　今回の調査ではドローン撮影については高橋俊

彦氏，航空写真判読データを提供してくれた宮塚
義人氏，現地踏査では浜益区および石狩市いしか
り砂丘の風資料館の方々，砂丘の風の会にご協力・
ご支援をいただいた．

ḩޢෙެെɯỆếẟề

　最初に海岸段丘「岡島」の位置等について述べ
る．図１は今回の調査関連図で，明治 30年に製
作された地図上に，赤字で「岡島」等の位置を示
した．このほかに黄金山や摺鉢山，毘砂別川の位
置も示した．図２は毘砂別からの遠望で，画像右
下の集落が浜益区川下である．
　図３，図４，図４は二つのチャシの遠望と地図
上の位置と南北方向の地形断面図である．チャシ
が立地する場所は二つともの標高 60m前後であ
る．地形断面図は国土地理院地図断面作成機能を
使用して作成した．
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図 1．　岡島の位置　( 北海道廳　1887　)

図２．　岡島の位置　( 筆者撮影 )

図５．岡島チャシ・川下チャシと岡島段丘

図４．チャシ ( ◎ ) と地形断面 ( 国土地理院地図 )

図３．二つのチャシの遠望 ( 撮影筆者 )
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表１．8世紀以降の文化対比 ( 宇田川，2000)Ḫ ẐἓἵἉעӸẑ ể ẐἓἵἉẑ Ệếẟề

　「チャシ地名」とは簡単にいうと「チャシ」と
いう語を含む地名のことである．ただ，必ずしも
「チャシ」そのものが現存するわけでなく，かつ
て「チャシ」が存在したことを示す痕跡的地名も
含む場合がある．「チャシ地名」は小林和夫 (1980)
によるものである．浜益区の「チャシ地名」場合，
図６の例のほかに「摺鉢山」に付近にもあるとい
う研究者や「チャシ」そのものがあるという研究
者もいるが所在は確認できていない．表 1は宇田
川洋 ( 宇田川，2006：18) の北海道の「8世紀以
降の文化対比」である．筆者も「チャシ」ついて
は宇田川のような年代観をもっている．「チャシ」
はアイヌ文化の所産で「砦」とも称されるが，そ
の性格は十分明らかになっているわけではない．
また発祥時期は不明だが，18 世紀ごろには造ら
れなくなった遺構とみられる．「チャシ」は北海
道全域に分布するが，大まかな傾向として日本海
側では少ない遺跡といわれている．立地的には岡
島の二つの「チャシ」もその例にもれないが崖な
どに面するなど一般に急峻な地形にあり，溝など
で区画される場合が多い．

ḫẅޢỉ ẐἓἵἉעӸẑ Ệếẟề

　次に岡島の「チャシ地名」について述べる．図
６にしめしたが，この地名は「伊能大図 増毛」
のなかにみられる．伊能図とはいうまでもなく文
政４(1821) 年の完成の伊能忠敬らによる日本地
図である．このなかの岡島にあたる部分に「ホン
チャシコツ」と表記された地名がある．その北に
は「シツテキャム」( 現在の茂生 ) とあり，この
地名が川下側にあったことは明らかである．ちな
みに，この二つの地名の間に海岸に張り出す茶色
の半円が描かれている．この半円上には縦に短い
線何本も描かれ，崖状の地形を示しているとみら
れる．この表現と地図上の位置から見て，茶色い
半円は「岡島」の海食崖を示したものとみられる．
なお「ホンチャシコツ」とは「ポンチャシコツ」
と考えられ，「小さなチャシ跡」の意味と推定さ
れる．

図６．岡島のチャシ地名「ホンチャシコツ」『国土地
理院古地図コレクションサイト「伊能大図 増毛」
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　岡島の南側のチャシは現在「川下チャシ」の
みが知られており，他のチャシは未確認である．
さらに付近の確認調査の必要はあるものの，こ
の「チャシ地名」は現時点では「川下チャシ」に
あたる可能性が高いと筆者は考えている．しかも
「チャシコツ」という地名から記録された時点で
すでに「廃絶されたチャシ」の意味とも考えるこ
とができる．このような考え方をすると，このチャ
シは浜益川周辺にアイヌが暮らしていた宝永期ま
であったもので，その後，茂生に強制移住させら
れたため廃絶を余儀なくされたチャシの可能性が
あるのはなかろうか．とすればこのチャシは伊能
図に記録される 100 年以上前からあったチャシ
と考えることもできる．　

Ḭẅٳˌޢỉ ẐἓἵἉעӸẑ Ệếẟề

　ここで岡島以外の「チャシ地名」について述べ
る．まず初めは金田一京助の「チャシ地名」である．
同氏は「アイヌの詞曲にいて」のなかで「石狩川
の河口から十里ばかり北，浜増毛という所の近傍
にピサンベツという川がある．これがアイヌ語ト
メサンベツの日本訛で，その側に聳えてゐる黄金
山・摺鉢山の辺にチャシコツ (Chashkot」「城跡」
の義 ) という地名もあるのは，即ちユカラカムイ
のシヌタプカの城跡で，浜に峙つ柱状の巌石は，
その浜見の櫓だったという．」( 金田一，1961：
136・初出大正７年 ) と述べている ( 下線筆者 )．
この記述からは黄金山・摺鉢山の周辺に「チャシ
地名」があったことになるが．この地名は未確認
である．
次にあげるのは宇田川洋のいう「チャシ地名」で
『増補改訂アイヌ伝承と砦』( 宇田川，2005：46-
47) の中で「オハキチャシ」という伝承上のチャ
シに因む地名が摺鉢山付近にあるとしている．こ
の根拠は明らかでないが陸地測量部の地図 (図７)
に示したようにスリバチ山の東側に「ヲハキチャ
ン」という地名が存在する．あるいはこれが該当

するのかも知れない．ただ，この地図の記載がそ
の根拠とすれば「ヲハキチャシ」ではなく「ヲハ
キチャン」と記載されていると考えられ，「アイ
ヌ語地名」ではあるものの「チャシ地名」ではな
いと考えられる．
　なお，山田秀三は北海道の地名の中でこの付近
の地名に「オハキイチャン川」という地名がある
と書いているだけで，この付近の「チャシ地名」
や「チャシ」には触れていない ( 山田，2000：
119)．
　このほか，金田一京助，河崎宏太郎は「黄金山」
や「摺鉢山」付近に「チャシ」あるいは「チャシ
地名」に類するものがあるとしているが，それら
の位置は今回の調査では明らかにできなかった．
とくに河崎宏太郎は『ユーカラのふるさと』( 河崎，
1982：130) のなかで，「摺鉢山の山頂の岩が削
られている場所に砦址がある」 と書いている．筆
者は 20年近く前になるが，当時の村営スキー場
から摺鉢山の稜線を西から東に踏査したことが
あったが，この時にはチャシを思わせる地形の変
化には気づかなかった．

図７．摺鉢山のチャシ地名？「ヲハキチャン」( 明
治 30 年陸地測量部地図 )
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　岡島チャシは海岸段丘「岡島」の北端近くにあ
る「チャシ」とされる遺構であるが，発掘調査に
よる確認は行われていない．また埋蔵文化財登録
台帳では「岡嶋チャシ」となっているが現在は「岡
島チャシ」の方が一般的のようであるので「岡島」
と表記する．
　本題に入る前に幕末期の絵図で当時の岡島の姿
がうかがえる絵図が2点あるので先に紹介してお
きたい．2点とも函館市立中央図書館所蔵図であ
る．
　図８は嘉永 2(1849) 年に描かれた「西蝦夷道
中見取図」のなかにある岡島の北端の姿である．
図の左端に運上屋，その斜め上に戦前まであった
「稲荷神社」が描かれている．図には「濵マシケ　
本名ベルカルウシ　運上屋　本マシケ迠　海上八
里十■■」と添え書きとともに，その右に岡島チャ
シの位置する岩山と遠くにアイカッフ岬(愛冠岬)
も描かれている．この図からみると岡島の状態は
現在とそれほど大きな変化がないようにみえる．
　図９は安政元 (1854) 年描かれた「蝦夷廻浦図
絵」の一場面でかつての浜益区茂生の運上屋とそ
の背後の「岡島」がひときわ高く描かれている．
この図は掘織部正煕の調査に随行した若干 19歳

の会津藩の絵師一ノ瀬紀一郎 ( 雑賀重村 ) が描い
た図の模写である．大型和船の背後にある岩山が
「岡島の北端」である．なお和船の帆の背後付近
が現在の「岡島洞窟遺跡」にあたる．

１． 文献　河野広道の「北海道に於ける洞窟遺跡」
( 河野 1932)

　今回調査した限りでは，このチャシに関する最
も古い記録は河野広道の「北海道に於ける洞窟
遺跡」と思われる．それによると「洞窟のすぐ
上には丘の先端を溝で仕切ったチャシあり」( 河
野 1932：91) と記している．ここでいう「洞窟」
とはいうまでもなく「岡島洞窟遺跡」のことであ
り，この記録から昭和初期には「チャシ」の存在
が知られていたことがわかる．

図９．蝦夷廻浦図絵　茂生及び岡島の部分 ( 函館市立中央図書館蔵 )

図８．西蝦夷道中見取図　濵マシケの一部 ( 函館市立
中央図書館 )



-30-

いしかり砂丘の風資料館紀要　第 14巻　2024 年８月

２． 文献　北海道石狩國浜益村岡島洞窟遺跡」( 杉
 山 1936)　

　次は昭和11(1936)年の杉山壽栄男が書いた「北
海道石狩國浜益村岡島洞窟遺跡」( 杉山 1936：
356) で，その報告のなかで，このチャシについ
ても記載している．杉山はこの年「岡島洞窟遺跡」
の調査で浜益を訪れ，その調査報告を書くがその
中で付近の遺跡も記載している．それによると「Ａ
点は岡島洞窟 B点はＡの頂で僅かに溝をなしてこ
こにも石器類が散布し，昔の城

チャシ
砦と伝えられてい

る」(下線筆者)と書いており，この記述は岡島チャ
シを指していることが明らかである．

３． 調査記録　北海道教育委員会による埋蔵文化
財の所在確認帳調査　　

　このチャシの最初の調査は昭和 47(1972) 年 9
月，北海道教育委員会埋蔵文化財の所在確認調査
と思われる．この調査により，遺跡として包蔵地
台帳に登録される．
埋蔵文化財包蔵地カードの記録では「　種別　
チャシ跡　名称　　岡嶋チャシ　登録番号　A・
10・63 　地番　浜益郡浜益村茂生」「立地　岡
島洞窟上の台地に有るチャシ　形式　丘頂式」と
なっている．なお「丘頂式」とはチャシの形態分
類の一つで独立丘のような地形につくられたチャ
シの意味であるが，図 10に示したように調査略
図には北側に張り出す三角形に近い地形が描かれ
ている．さらに「西側の崖面から東に直線的な溝」
も描かれている．また，このチャシの情報提供者
の氏名も記載されている．

4．調査記録　測量調査　
　このチャシは昭和 51(1975) 年 9 月に測量調査
が実施されたという．調査者は北海道教育員会で
あるが側聞すると測量図面等の存在は明らかでな
いという．

5． 文献　日本城郭大系第一巻　北海道・沖縄』(藤
本・名嘉編 1980)

　昭和 55(1980) 年岡島チャシは川下チャシとと
もに『日本城郭大系第一巻　北海道・沖縄』に紹
介される．この本の記載では「茂生チャシ」とい
う別称があったことも記載されている．チャシに
ついては「チャシは，日本海を足下に望む崖上，
山林中にあって，現在一条の弧状の壕がめぐらさ
れている．しかし，未調査であって，伝承もない
ので構築時期・機能などは不明であるが，背後は
山地，前方は海に画され，しかも見通しが良い
ので，防御としての機能が考えられる．」( 福田，
1980：132) と記載されている．図 11 は同書に
掲載された岡島チャシの遠景写真で北側の茂生市
街から撮影され「112 北側からみた岡島チャシ」
と解説がついている．この写真には赤の円内で示
したが「V字形に窪んだ地形」がみえる．現在，
ほぼ同じ位置から撮影しても樹木の繁茂でこの地
形は見えない．図 12 は昭和 46(1971) 年発行さ
れた『浜益村小史』( 吉田・石橋源，1971：6) の「起
重機によるニシン揚げ」と題された写真には同様
な地形が写っている．この写真の撮影年代は明ら
かでないが昭和初期と思われる．

6． 文献　『ユーカラのふるさと』( 河崎宏太郎，　
1982)

　昭和57(1982)年発行された河崎宏太郎の『ユー
カラのふるさと』P24 には「洞窟の上には稲荷神
社があり，城壁のようにそびえる断崖の頂上には

図 10．埋蔵文化財包蔵地台帳の略図と位置図 ( ▲ 63
が岡島チャシ )
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チャシコツの跡があって，外側に溝が掘られてい
る．」と記されている．

標高 60ｍ近い場所に位置している．この調査で
はすでに図 11・12 に示した溝にあたると考えら
れる V字形の溝状地形が確認された ( 図 13・14
図 )．大きさは巾約 3m深さ約 2m，長さは 10m
ほどである．図 13の右側の高まりの陰で溝は西
側にカーブしている．この溝は西側の崖面に向か
うにつれ不明瞭になる．図 14は溝の北端近くで
北向きに撮影したもので，画像奥の白い建物がコ
ミュニティセンター．手前の青い四角い屋根が海
鮮食堂である．なおこの調査では昭和 47年の調
査で記録された西側の崖からはじまる「溝」は確
認できなかった．この調査時点で西側 ( 国道 231
側 ) の崖面では「落石防止ネット」の工事が行わ
れていた．

図 12．円内に V字の溝　( 吉田・石橋，1971)

図 14．チャシの溝北→南に撮影 ( 筆者撮影 )

図 11．岡島チャシの溝 ( 福田，1980)

図 13．チャシの溝　北→南 ( 筆者撮影 )
７． 文献　『北海道のチャシ』　北海道教育員会(北
海道教育員会 1983)

　次も文献記録で昭和 58(1983) 年に発行され
た『北海道のチャシ』の北海道内チャシ一覧表に
P10 に「岡嶋チャシ　面崖式 ( 丘頂的 ) 弧状一条」
と報告される．

８． 調査記録　平成 21 年の筆者 ( 石橋 ) の現地
調査

　平成 21(2009) 年 4 月 20 日筆者が表面調査を
実施した．チャシに至る登攀ルートは浜益支所か
ら西側にある「茂生 1の沢川」を横切り，市道に
面した崖の縁を南向かって登攀．途中「岡島洞窟」
の上部をとおり遺跡に到達した．図上で測ると距
離的には 250mあまりの距離であるがチャシは
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　今回の調査結果について概要を述べる．筆者ら
は 3 月 31 日にドローン撮影調査，4 月　11 日
に現地踏査．その後も 10 月・11 月にドローン
撮影などを実施した．並行して文献調査も実施し，
その結果は前記のとおりである．また 4月の現地
調査では複数の同行者があり，チャシの溝の再確
認ができた．
　今回の調査のうちドローン撮影調査では，岡島
チャシのある崖の上は樹木がかなり密に繁茂して
おり，溝の状態など当初期待したような成果はえ
られなかった．しかし図 15 ～ 19 に示すように
岡島洞窟遺跡を含めたこの遺跡との相対的位置や
立地の再確認ができたことは大きな成果である．
　また補足として図 15に示したように溝は小さ
な頂を取り囲むように西側に向かってカーブして
いることがわかった．ただ，その先は徐々に不明
瞭になり確認できなくなる．昭和 47年の調査で
は，北側の溝は未確認で逆に西側の溝があり，こ
れが「チャシ」と判断した根拠となっていたが今
回の調査でははっきりしなかった．
　しかし，今回は滑落の危険があるので崖上から
は確認できなかったが，国道 231 を挟んだ「百
年記念」の石碑付近から撮影した画像 ( 図 16) で
は，西側の崖面に V字の溝状地形がみえるもの
があり，あるいはこれが昭和 47年の溝の一部に
相当する可能性がある．
　以下に今回の調査で確認できた岡島チャシの位
置情報等を示しておく．まず，図 17は国土地理
院地図の３Ｄ機能で作成した岡島チャシの立地イ
メージである．この図からもわかるようにチャシ
の立地は崖の先端部にある．ただし突出部周辺は
崩落の危険性があり接近は危険である．図 18は
岡島チャシの平面的位置である．このチャシの位
置については従来，一部不正確な点があった，こ
の図からチャシのある場所は北を頂点とし，西側
と東側が断崖で位置する場所の平面形は三角形に

近い．図上で計測すると南北 45m，東西 53m程
度ある．
　このチャシの年代は不明であるが，「チャシ地
名」や「川下チャシ」の項でも述べるように宝永
3年の強制コタン移住にともなって代替再建され
た新しいチャシの可能性も考える必要があろう．
現時点でチャシがどのような性格なのか明らかに
なっていないがチャシ設置の目的は不明である
が，川下チャシの代替的な性格とすれば集落にと
もなう施設であると考えることができる．またと
同様に北から西の海上が一望に見渡せる場所にあ
り，こうした眺望もこの位置にこのチャシが設け
られた理由の一つとも考えられる．

図 16．西側崖面の溝？西→東 ( 筆者撮影 )

図 15．チャシの溝　南→北 ( 筆者撮影 )
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　次に川下チャシに関する調査記録と文献，令和
５年度の調査結果について述べる．

１．文献　「伊能図」のチャシ地名　
　川下チャシに関連してはすでに紹介した伊能図
の「ホンチャシコツ」という「チャシ地名」があ
る．これが「川下チャシ」を指しているとすれば
「川下チャシ」の最初の記録の可能性がある．ま
た，すでに述べたように宝永 3年 (1706) の強制
移住にともない廃止されたためできた「チャシ地
名」の可能性があるとも考えている．

図 19．岡島洞窟遺跡と岡島チャシ

図 17．岡島チャシの３D地形図 図 18．岡島チャシ平面的位置

２． 文献　「西蝦夷道中見取図」( 嘉永 2　(1849))　
函館市中央図書館蔵

　図 20は，川下チャシは描かれていないが岡島
の南端の地形が良くわかる図である．これは嘉永
２(1849) 年の「西蝦夷道中見取図」で，最高標
高 135 ｍのピークも描かれている．この図では
岡島と東となりの段丘の谷間に山道が赤で描かれ
「山道口ゟ濵マシケ迠凡三十丁」とある．次に述
べる荘内藩ハママシケ陣屋絵図に注記された山道
の距離とは倍近く長い距離が記載されている．な
お明治 30年の陸地測量部の地図では茂生にむか
う道は岡島の南端からすぐ岡島を登るような道と
なっており，陣屋建設にともなって新たに道路が
作られた可能性がある．
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3．文献　荘内藩ハママシケ陣屋の絵図　
　図 21 は文久元 (1861) 年から「岡島」の南東
の山蔭に建設がはじまった「荘内藩ハママシケ陣
屋」の見取り図の一部である ( 吉田 1971：表紙 )．
この図では陣屋は図の右上隅に一部が見えてい
る．図の人家の前に浜益川 ( 当時黄金川 ) が描か
れている．その北西にある手前側の山頂に「小屋
と吹流し」が描かれた小山が描かれている．小山
は浜益川河口右岸にあり，岡島であるとは明らか
である．また，その少し東側に「字カワスモ・ヘ
ロカルウシ」の標柱があり，そこから運上屋へ向
かう道がみえる．
　この道は図 20の「西蝦夷道中見取図」に絵描
かれた山道と同じであろう．この図の「吹流しと
小屋のある山」は陣屋関係の施設とみられ，次項
4で述べる「烽火台及ヒ台場」にあたる可能性が
ある．図 22に示した陸地測量部の地図では，こ
の山道とは別の岡島に南端から直接，川下チャシ
に向かう道がみられる．この道がいつつくられた
か明らかでないが「台場」も建設されたとすると，
この道は本来，陣屋建設に伴って新たに開削され
た道とみることもできる．またこの図の右端に海
食崖の一部があり，その上方に一段高いピークが
描かれている．この山は岡島の標高135ｍのピー

クにあたる可能性が高い．なお，次項４や浜益で
は項目 12で述べるように「川下チャシ」がアイ
ヌ文化の所産でなく「荘内藩ハママシケ陣屋」関
連の施設だという聞き取りがある．現在，川下チャ
シを含めた部分は国指定地内に含まれているが，
その報告書をみても「見張り台」があったとされ
ているだけで，この絵図にある施設に関相当する
説明はない．

図 21．浜益村川下史跡荘内藩陣屋之図 ( 吉田 1971)

図 20．西蝦夷道中見取図　濵マシケの部分　
( 函館市立中央図書館 )　

図 22．陸地測量部地図「茂生」

４． 文献　「北海道殖民状況報文石狩國」河野常
吉ほか 1987

　次に前項３に関連して「北海道殖民状況報文石
狩國」に記載された荘内藩ハママシケ陣屋の付属
施設について述べる．この報文が作成された詳し
い年月日ははっきりしないが，明治 30 ～ 33 年
頃とみられる．ただ印刷され一般に広く知られ
たのは ( 昭和 62(1987) 年 ) のことである．この
報文によると「浜益郡」の項に「陣屋ヲ浜益川北
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方ノ高台ニ設ケ烽火台及ヒ台場二ケ所ヲ其附近ニ
築キテ」(p149) と記され，また同書の「川下村」
の沿革の項でも「( 陣屋の ) 北方茂生村ニ接スル
高台ノ地ニ烽火台及ビ台場二ケ所ヲ設ケタリ」
(p157) と述べており，これらの施設が岡島に設
置されたことが読み取れる (下線筆者 )．図 22は
明治 30年の陸地測量部地図の「茂生」( 北海道廳，
1887) の一部で，赤の楕円が「岡島」である．ま
た川下村側の南端付近から「本陣前」という地名
に向かって平行な破線がみえる．
この線が「本陣前 ( 現在の浜益支所付近 )」向か
う道である．しかし，前項２で述べた点や航空写
真などから検討すると，新たに設置された可能性
があるように思われる．
　この点については今後の検討課題の一つであ
る．
　「川下チャシ」の位置は現在の地図と比較して
も赤の楕円内にある南側の高地にあたるとみら
れ，図 21に掲載した「吹き流しのある小山」が
この高地にあたるのではなかろうか．図 23は現
在の地形図で青丸内が川下チャシの位置である．
この付近で標高の高い部分は川下チャシの北にあ
る標高135mのピークで図21にも描かれている．
今のところこのピークにのぼるための道路はない
ようで「見張所」には適しているものの「台場」
としては大砲などをあげるには急峻すぎると思わ
れる．
　この点はさらに現地踏査で確認する必要があ
る．台場に関連して荘内藩の重火器の装備につい
て具体的には把握できていないないが，文久元年
に箱館奉行所が蝦夷地の荘内藩の軍備を調査した
記録があり，そのなかに「右之外大砲並小砲数挺
当秋中庄内より船積差下候処，津軽領於森山辺破
船いたし申来候ニ付猶又明春夫々為積下候積ニ御
座候」( 吉田・石橋，1971：21) とある．
　その後，ハママシケ陣屋に大砲が実戦配備され
たどうか確認できないが，少なくとも当時荘内藩
が最新の重火器を入手し蝦夷地防にあたろうとし

ていた様子が窺えよう．
　筆者には台場の造成や構造等に関する知識は全
くないが，大砲の種類によってもその構造は異な
るのだろう．今後，台場や荘内藩の軍装備につい
て調査する必要がある．

図 23．川下チャシ，見張所推定位置　

5． 文献　北海道に於ける洞窟遺跡　河野広道，　
1932

　川下チャシに関する最初の考古学的記録は河野
広道の「北海道に於ける洞窟遺跡」( 河野 1932：
91) であろう．それによると「又同村字川下にも
同じ岡島の續きに一チャシがある．」と書かれて
おり，昭和 7年には「川下チャシ」は「岡島チャシ」
とともにその存在が知られていたことがわかる．

6． 文献　北海道石狩國浜益村岡島洞窟遺跡　杉
山壽栄男，1938.　東京人類学会

　1938 年，岡島洞窟遺跡の調査に訪れた杉山は
「北海道石狩國浜益村岡島洞窟遺跡」のなかの「浜
益川河口に於ける石器時代遺跡の概要」( 杉山，
1938：356) で「Ｄ点は山上に溝を廻らしてあっ
て城

チャ シ
砦と云われているが遺物は判然としない．」

と書いている．この記載と遺跡分布図の対応関係
からみてもこの「山上に溝を廻らしてあって城

チャシ
砦

と云われている」遺構は「川下チャシ」であるこ
とは明らかである．
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7．調査　昭和 51 年北海道教育員会の測量調査
　昭和 51(1975) 年 9 月に北海道教育員会により
測量調査が実施されている．測量原図は目にした
ことがないが，後述する『北海道のチャシ』『日
本城郭大系第一巻』などに掲載された「川下チャ
シ要図」がこの時の成果の可能性が高い．また同
時期に制作されたとみられる 16mmフィルム「北
海道のチャシ」( 北海道プロダクション，1976)
のなかで川下チャシの遠景や平板測量のようすが
収録されている．撮影は 1975 年に行われたとみ
られる．

８． 調査　昭和 52 年北海道教委員会の埋蔵文化
財調査

　川下チャシは昭和 52(1976) 年，埋蔵文化財包
蔵台帳に記載され，正式に遺跡として登録され
る．それによると「種別　チャシ跡　時代　アイ
ヌ　立地　海岸段丘　標高 60m　規模およそ 30
× 20 ｍ　600㎡　形態　崖面に開口したＣ字の
空壕を一条もつ面崖式・お供山式のもの」と記載
がある ( 下線筆者 )．また調査文献の項に「昭和
51 年 9 月 27 日～ 10 月 2 日　道教委　測量調
査実施 ( 埋蔵文化財包蔵地台帳　川下チャシ ) と
なっている．また，この遺跡の存在は地元の方の
情報提供によるものとみられ，この方の名前も記
録されている．図 24は埋蔵文化財包蔵台帳の略
図，図25は同年の登録通知文書に添付されたチャ
シの写真の白黒コピーである．写真の撮影位置は
川下チャシ背後にある標高 135 ｍのピーク付近
とみられ，チャシの奥に愛冠岬が写っている．

９． 文献　『北海道のチャシ』( 北海道教育員会，
1983)

　前掲 7で述べた測量成果は『北海道のチャシ』
( 北海道教育員会，1983：40) に利用されたと思
われる．掲載図が図 24がそれで「川下チャシ跡
実測図」として掲載されている．図 27はその一
部で，チャシ周辺を切り抜き編集したものである．
この図では溝は崖面に接する南北 2か所にだけ

みられ，つながっているようには見えない．この
見方が正しいとすると，この本に p11 に掲載さ
れている「北海道内チャシ一覧表」中にある「⑦
壕の形，構造状の特徴：C字状，1条」の記載と
は相違があるように見える．またこの図は昭和
55(1980) 年の『日本城郭大系第一巻』( 藤本・名
嘉編，1980) に一部改変され利用されたとみられ
る．また図 25に掲載した白黒写真は，この画像
がいつ撮影されたか不明であるが，前掲６でき記
載した 16mmの「北海道のチャシ」のなかに同
じショットが出てくるのでおそらくこの調査の際
に撮影されたと考えられる．この写真は川下チャ
シの北東側の高地から撮影されたとみられる．こ
の画像からは東南に傾斜したチャシの全景と下段
の深い溝と上段の浅い溝らしい痕跡がみえる．こ
の画像からチャシには2本の溝があることが推定
される．さらに注目されるのは上段の溝は北東側

図 25．川下チャシ白黒コピー

図 24．チャシ略図 ( 埋蔵文化財包蔵地台帳カード )
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が一部途切れているようにみられ道のようにもみ
える．前掲の図 22の陸地測量部の地図などでは
チャシの東を通る旧道がチャシの部分で二股に分
かれてるいるようなものもあり，この部分に出入
口があった可能性もある．

10． 文献 ｢北海道のチャシ」藤本英夫，
1977(『日本古代文化の探究　城　上田正昭，
編 1977』　

　この論文の中で藤本は川下チャシを取り上げ，
道東，釧路町の「遠矢第二チャシ」と同形式の
ものでは無いかと述べている．なお藤本は遠矢第
二チャシの形式を「アルファベットの Cを描い
たような空堀が崖面に開口しているもの」( 藤本
1977：165) と考えていたようである．ただ，川
下チャシは未調査であり，後述するように荘内藩
陣屋の付属施設という話もあり，今後さらに検討
が必要である．

11． 文献　日本城郭大系第一巻　川下チャシ ( 藤
本・名嘉編 1980)

　昭和 55(1980) 年川下チャシは岡島チャシと
ともに『日本城郭大系第一巻』( 藤本・名嘉編，
1980：133) に掲載される．川下チャシの執筆は
藤本英夫氏によるものである．
また巻頭の口絵にカラー写真 15( 図 26) が掲載
されている．また「川下チャシ要図」( 藤本・名
嘉，1980：133)( 図 27) は「北海道教育員会提供」
となっている．なお，図 26は映画「北海道のチャ
シ」にも類似のカットがあり，通常のカラー写真
にしては画像が荒いのでこの 16mmフィルムか
らコピーされた画像の可能性がある．
　ただ図 27 の測量図は，図 26 の画像と同じ遺
構かと目を疑うほどで，大きく印象が異なる．記
載は「⑤山城，⑥土塁・空堀　⑦ 25 ｍ× 60 ｍ　
⑧標高 60ｍ」となっており，７の調査記録とは
異なっている．図 26で注意されるのはチャシ左
下に旧道と思われる道も見える．また⑥遺構の項
に「土塁・空堀」と記載しており，「土塁」もと

図 26．川下チャシ ( 日本城郭大系藤本，1980)

図 27．川下チャシ要図 ( 日本城郭大系藤本，1980)，

12． 文献    『ユーカラのふるさと』( 河崎  , 1982)・
『「ユーカラ」への慕情』( 河崎，1986)

　この2冊の小冊子はいずれも浜益の地方史研究
者河崎宏太郎の著書で，前者は昭和 57(1982) 年，
後者は昭和 61(1986) 年に自費出版されている．
このなかで川下チャシに関する聞き取りが掲載さ
れている．聞き取りした年月日は不明であるが，
万延元年の荘内藩陣屋造成に関する古老の言とし
て『ユーカラのふるさと』では「岡島の山上に大
筒を備えた跡」，「岡島の川下寄りの高台に大筒を
備える箇所をつくり」(p110 下線筆者 )，「大筒を
備付けたところに建築した家の屋根は方屋根だっ
たと云われ」( ｐ 111)，「アイヌ人ばかり使役し
て要塞を築設したので，要塞の外側に，アイヌ人
のチャシ ( 城 ) をつくるのと同じに「く」の字形
の深い壕を掘りめぐらしてつくり」という聞き取

もなうチャシと認識されていたらしい．
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りがある．
　「『ユーカラ』への慕情」p15 では「アイヌの人
達は，チャシコツのように壕を建て物の周りに掘
り，この場所をチャシコツと呼んでいたといわれ
ている．」という聞き取りも記載している ( 下線
筆者 )．この聞き取りは陣屋築造にかかわった人
の子孫から聞いたもので，かなり信ぴょう性の高
いものとみられる．
　この証言からは「川下チャシ」は「チャシ」で
ではなく，幕末期の軍事遺構という解釈が成り立
つことになる．ただ次項 14で述べる史跡指定の
報告書にはこうした情報は記載されていない．当
時，史跡指定の過程でこの情報がどのように取り
扱われていたかについては不明である．また「こ
の場所をチャシコツと呼んでいた」( ユーカラの
慕情 p15) と情報もある．単にチャシと類似した
構造から比喩的にこう呼んだ可能性もあるが，す
でに「チャシ地名」の項で記載したように「ホン
チャシコツ」という地名が「川下チャシ」を指し
ている可能性も考えられる．もともと「川下チャ
シ」があり，その後荘内藩陣屋の台場等が築造さ
れる際，チャシが再利用された可能性も考えられ
る．この点については発掘調査による構造確認等
が必要で今後の課題である．

13． 「荘内藩ハママシケ陣屋跡」1983 年国史跡指
定　

　昭和63年5月17日「荘内藩ハママシケ陣屋跡」
国史跡指定告示，指定範囲には「川下チャシ」が
含まれている．

14． 文献　平成 4年　『史跡荘内藩ハマシケ陣屋
跡平成元年・２・３年度保存計画事業報告書』
( 北海道　浜益村教育員会 1992)

　この報告のP56には次のような記載がある．「陣
屋から日本海への見通しは限られているが，陣屋
西北方の日本海に直接面した山領上に吹流しを描
いた絵図があり，愛冠岬から雄冬岬までの日本海
の展望が開けたその地が見張台として機能してい

たことが知られる．この山領頂部には北海道でも
日本海側に希少なチャシ (川下チャシ )も存在し，
その地形は良好に保存されている．」( 下線筆者 )．
ここでいう「吹流しを描いた図」というのは 3で
述べた図 21のことであるが，見張り台と「チャ
シ」との関係については触れていない．図 28に
同報告書掲載の「見張り台」の航空写真を示した
( 浜益村教委宇久委員会，1992：56)．「見張り台」
の文字の部分に南北にある道は「本陣前に向かう
道」とみられ，茂生にむかう山道とは別の可能性
がある．なお赤字の「川下チャシ」の表示は筆者
が追記したものである．

図 28．見張り台と川下チャシの位置 ( 北海道　浜益
村教育委員会，1992 に加筆 )

15．調査　宮塚氏による航空写真判読
　図 29，図 30　空撮から見えた川下チャシの形
状について述べる．まず図 29 は平成 30(2018)
年宮塚義人が判読した「川下チャシ」の形状であ
る．判読は昭和 52年国土地理院の航空写真から
おこなった．この判読では外周に幅広いに盛り土
状のものがあり，その内側に長方形の平坦面があ
ることがわかる．標高は 60 ～ 61 ｍにあり，西
側が崩落していることがわかる．
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　また図 30は国土地理院地図の「作図３D機能」
で作成した南北方向の川下チャシの姿である．枠
内がチャシで，見えづらいが外周に二本の溝状
のものが見える．外側は盛土で一番外側の溝の排
土の堆積と考えられる．内側の一本が宮塚図 ( 図
29) で示されている盛り土の外周がみえている
ものとみられる．なお図 29は国土地理院が昭和
52 年に撮影した航空写真を基に Stereo　Metric　
Ver．8.0 を使用して図化したものである．

を飛ばし，岡島の稜線を北にたどり撮影をおこ
なった．4月 11 日には浜益区や「いしかり砂丘
の風資料館」のみなさんと現地踏査をおこなっ
た．この踏査では川下チャシまで実際にのぼり現
状を確認した．現地踏査時，すでに雪から解放さ
れたササが起き上がり歩行も大変困難で，地上か
らでは溝の形状やチャシの全体形状は把握できな
くなっていた．
　図31は古潭チャシでのドローン撮影のようす．
図 32は川下チャシのドローン調査風景で送電線
の右が岡島，車の向こうに川下市街，愛冠岬がみ
える．
　図 33は発進させた直後のドローン画像で奥の
高い山が標高 135 ｍの岡島のピークで，その手
前の矢印で示した小さなピークに「川下チャシ」
がある．図 34は国道 231 の覆道の上空から北東
向きに撮影した画像である．左隅の屋根が覆道の
一部で急斜面が岡島の海食崖断面である．かつて
はこの南端付近にも「洞窟遺跡」があったと聞く
が，国道の覆道工事の際，ふさがれたらしい．
　なお，岡島南端から「川下チャシ」までは北へ
約 280m，川下八幡神社からは北西に約 750mの
位置にある．図 35はチャシの南側からの撮影画
像で，頂上にササが楕円形になり，下にも緑の濃
い溝がある．図 36は接近した画像である．この
二つの画像から読み取れることは，ササが濃い緑
色の二重のラインがみえることである．緑の二重
のラインとの間はササが枯れており，茶色になっ
ている．ササの枯れた部分は頂上部にもある．こ
の色の違いは，地下の水分量の違いによるものと
みられ，このことから上下 2本の溝があると考え
られる．この 2本の溝は Google Earth でも確認
され，とくに下段の溝は「コの字」形にみえる．
下の緑のラインの外側は土手状にみえる「土の盛
り上がり」で 1本目の溝を掘った際の排土とみら
れる．すでに述べた日本城郭大系の「川下チャシ」
( 藤本，1980：133) で「⑥土塁・壕」と記載さ
れているが，「土塁」とはこの「土の盛り上がり」

図 30．川下チャシ３D

図 29．浜益川下チャシ跡航空写真判読図 ( ＊宮塚
2018)
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　令和 5年の調査は 3月末にドローンによる川
下チャシの観察，撮影から始まった．この調査で
は「岡島チャシ」「古潭チャシ」の撮影，調査も
同時におこなっている．川下チャシについては，
島の南端にある旧教員住宅跡地付近からドローン
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のことを指しているのかもしれない．またチャシ
上段の溝の南端付近にある灰色の格子状のものは
テレビ難視聴解消用のアンテナで史跡指定とほぼ
同じ時期に建設されたようだ．
　図 36・37 は 4月 11 日の現地踏査の際の写真
で下段の溝から上へのぼる同行者の姿であるが，
ほとんどササに埋もれている．計測はしていない
が下段の溝から上段の溝まで3ｍ以上の比高差が
あるとみられる．図 37・38 は図 26 で示した日
本城郭大系の掲載写真の拡大でわずかに上段の溝
も見え，上面が比較的平らにみえる．16mm「北
海道のチャシ」では画像を静止してみると四角い
形状の平坦面が二枚あるようにみえる．
　図 39に川下チャシの東西断面の想像図を示し
た．この図のように，このチャシの西側海食崖上
にあり，すでに一部崩落しているとみられる．こ
れは国土地理院の航空写 真などでも確認できる． 
川下チャシの平面形は図 28，29，などで分かる
ように南北に長い「コの字」に近い 2本の溝をも
つ遺構である．図 39・図 40 は現時点で考えら
れたチャシの東西の地名断面図と平面図である．
とくに図 40に緑のラインで描いたよう 2本の溝
がある遺構とみられる．このラインはすでに第
35・36 図のドローン画像からみえる．①は最上
部の平坦面で②は外周を巡る溝の排土とみられる
部分である．
　チャシの全体形状は実測していないので正確に
は分からないが，航空写真や地形等から推測する
と「C字」状ではなく「コの字形」に近い 2重の
溝をもった遺構と推測される．

ʻࢸỉᛦ௹ᛢ᫆

　①  この遺構の構造と詳細な測量図の作成．
　②   このチャシがアイヌ文化の遺構であるの　

かどうか明らかにする．
　③   このチャシと伊能図のチャシ地名との関係

を明らかにする．
　④   この遺構が荘内藩陣屋の付属施設で台場で

あるかどうか明らかにする．

図 32．川下チャシ調査 ( 筆者撮影 )

図 31．撮影風景 ( 筆者撮影，人物は高橋氏 )
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図 35．川下チャシ遠景

図 39．川下チャシ東西断面推定図

図 40．川下チャシ平面概念図

図 34．岡島の西面 ( 海食崖 )

図 38．日本城郭大系口絵拡大
( 藤本，1980)

図 33．矢印は川下チャシの位置

図 37．下段の溝と上段への斜面 ( 筆者撮影 )

図 36．図 35 の接近画像
( 注：図 33 ～ 36 は高橋氏 2023 撮影ドローン画像 )
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